
通常の保険診療と異なり、自由診療となります。
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最新の情報に更新されます。

また、得られる効果には個人差があります。

血液に含まれる血小板を高濃度に凝縮したものがPRP：platelet-

rich plasma（多血小板血漿）です。

PRPには細胞の成長を促進する因子が多数含まれており、ヒト本

来の治癒能力や組織修復能力・再生能力を最大限に引き出し、痛ん

だ関節軟骨・靱帯などの改善を促すと考えられています。

変形性膝関節症の治療にPRPを用いることで「患者様自身の持つ

治癒能力」を補助し、痛みなどの症状改善を目指します。

※治療に用いるPRPは、自分自身の血液から作製するため、重篤な

副作用が起きる可能性は極めて低いと考えられています。また、治

療行為も採血と注射のみのため、体への負担も少なくて済みます。

再生医療（PRP・APS療法）とは

APS療法は、PRPからさらに処理を行い、「自己タンパク質溶液

（APS）」を抽出し、関節に注射する方法で、より再生能力等の

効果が高いといわれています。

注意

今まで手術以外では痛みをとることが
難しかった膝の新しい治療法です

対象：膝が痛い
ヒアルロン酸注射が効果がない
手術は受けたくない

https://hirakatacity-hp.osaka.jp/
https://hirakatacity-hp.osaka.jp/


PRP療法当日は、 説明 → 採血 → PRPの注射 を１日で
行い、約２時間程度かかります。

・血液（15ｍｌ）を採取し、遠心分離処理をします。遠心分離により血
液が成分ごとに分離します。

・血小板を多く含む血漿部分の層をPRPとして採取し、患部に注射します。

受診結果に基づいて改めてPRP療法の予約を取っていただ
きます。

本治療の適応があるかを診断するために、PRP療法を行う
前に１度、通常の受診をしていただきます。
※初診の方は紹介状が必要です。
（紹介状がない場合は選定療養費の支払いが必要となります。）

③

PRP療法を受けることができない方（除外基準）
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・日常動作は注射当日から可能ですが、注射後、３日間程度は激しい運動
をしないでください。

・注射時には患部の痛みが強い場合があります。また、注射後１週間程度
は腫れや痛み、熱感が持続する場合があります。

・治療効果、効果の持続時間には個人差があります。
詳細は診察時に担当医まで、お問合せください。

・出血傾向のある方や抗凝固薬を使用されている方。
（例：血液をサラサラにする薬など）

・貧血の症状がある方。
・重篤な感染症のある方や、感染を起こしやすい基礎疾患（がん・糖尿病・免疫不全症・
膠原病・肝硬変など）をお持ちの方。

・その他、主治医が不適当と判断した方。

治療の流れ

治療後の流れと注意点

治療方法
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